
■外部評価事前質問シート（７月１５日（金）開催分）

No
施策
番号

質問事項 回答

1 施策１３

　１． 施策の分析（４）一次評価に、”東京2020オリパラ競技大会に向けた「江東文化プログ
ラム事業」を実施する中で、生涯学習活動を推進する取り組みを行った”とありますが、具
体的には何をしたのですか。
江東文化プログラム事業のパンフレットなど、内容がわかる資料とともにお示しください。

・別紙「文化プログラムに関する取り組みについて」、「文化プログラムチラシ」をご参照くだ
さい。

2 施策１３
　図書館で行ったオンラインを活用した講座の実施について、図書館ごとの実施した講座、
参加人数のリストをお示しください。

・オンラインを活用した講座や動画の配信などの実績を、別紙「オンライン講座等の実施に
ついて」のとおり提出します。

3 施策１３
　取組方針１の指標「学習や講座から得られた学びを地域活動や仕事に活かしている区民
の数」は、どうやって把握したのですか。

・江東区英語会話力認定者協会所属人数、江東区英語ボランティアガイド協会所属人数、
深川江戸資料館において登録等事務手続きを行っているボランティアガイドの人数の合計
値としています。

4 施策１３

  資料館外でのボランティア活動例はありますか？
　資料館外の屋外でのボランティア活躍の場を用意する等の検討はありますか？例えば、
屋外の観光資源に関するボランティア活動、屋外でのパネル展示での活動、外部イベント
との連携した資料館PRでの活動等。

・解説ボランティアとしての資料館外での活動はありませんが、解説ボランティアの多くは、
「江東区文化観光ガイド」として活動しており、区内の観光スポットの案内やまち歩きツアー
ガイドなどをおこなっています。

5 施策１３

　コロナ禍での図書館事業での工夫や苦労はどのようなものがありましたか？図書館は区
民の居場所でもあると思いますが、コロナ禍で来所が難しい中、オンライン予約上での工
夫などがあったと思いますが、そのあたりの具体的なコロナ禍特有の特徴や課題を教えて
頂けますか？

・感染状況により、閲覧席や書架への立ち入りを制限することがありましたが、予約資料の
受付・貸出については継続して実施をしました（令和２年４、５月の休館時を除く）。
・一方、図書館として配慮した点は、資料の検索・予約はオンライン上で可能ですが、貸出
の際は図書館に来ていただく必要があるため、感染防止対策に努めて実施しました。
・また、オンラインを活用した講座や動画の配信を実施し、来館しなくても図書館サービスを
ご利用いただけるよう取り組みました。

6 施策１３

　区民アンケート問17の図書館の学び場としての認識について、地区と年齢によっては、や
や否定的（「どちらかといえば感じない」亀戸15.2％、）または「わからない」（全体的に15％
前後、男性10代、20代後半、70代前半で約2割、女性30代前半、75歳以上で2～3割弱）と
回答している傾向がありますが、その背景や理由はどのように解釈できますか？

・亀戸地区の結果につきましては、亀戸図書館が亀戸駅から離れた場所にあり、交通の面
から利用が困難な方が多いことが原因と考えています。地区別の図書館利用率をみると、
亀戸図書館が近い亀戸7、9丁目は利用率が高い一方、その他の地域は利用が低くなって
います。
・「わからない」という回答につきましては、区政世論調査で４割の区民が図書館を利用した
ことがないとの回答結果もあり、図書館を利用されていない方が選択したと推察されます。
・図書館利用がない要因を年代別に考えますと、10代、20代男性は学校生活や仕事が忙
しいことに加え、女性に比べパソコンやタブレットの保有率が高く、インターネットで情報収
集する傾向が高い、女性30代は子育てと仕事の両立で忙しい方が多いと推察しています。
70代以上の方は特に自宅から図書館の距離が離れていると、利用が困難であることが要
因と考えます。
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7 施策１３
　こどもプラザ図書館の開設で、これまでの図書館事業では行われていなかった新たな取
り組みがあれば教えてください。また、既設の図書館で減少する活動について、具体的に
教えてください。

・こどもプラザは、子ども家庭支援センターとこどもとしょかんを共同事業体の指定管理者
が一体的に運営することにより、こどもの健やかな成長を地域とともに継続的に見守り総合
的に支援する複合施設であり、こどもプラザ図書館は、妊娠期、乳幼児から18歳までを対
象とするこども向け図書館として令和4年5月に開館しました。
・図書館では静かにすべきという既成概念にとらわれることなく、親子で会話をしながら読
書を楽しめたり、友達同士で相談しながらグループで学習をすることができます。
・共同事業体のメリットとして、子ども家庭支援センターと図書館が日常的に連携を密にし、
こどもや保護者の様子等の情報を共有することで、子育て相談に迅速につなげる等、こど
もたちの健全な成長の支援が可能となります。また、オープンイベントのほか、今後もこども
プラザ全体でのイベント（こどもプラザまつり等）を開催する予定です。
・区立小中学校、義務教育学校の児童生徒に貸与された1人1台端末が自動接続で使用可
能なWi-Fi環境を整備し、こどもたちの調べ学習を支援しています。
・既設の図書館で減少する取り組みはありません。
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1 施策１５

　施策を取り巻く状況の中の（区の状況）で、”無形文化財や伝統芸能において、急激な社
会変化により後継者育成や適切な専門的人材の確保等が困難となっている”とあります
が、例えばどういうことですか。具体的に説明してください。
　例えば、木場の角乗、深川の力持ちがありますが、それぞれどのような状況でしょうか。
砂村囃子、富岡八幡宮の手古舞についても状況を教えてください。

・無形文化財においては、生活様式の急激な変化で、工芸品（商品）の需要が極端に減少
している分野があり、同じ分野で、複数人の職人が商売として維持できないなどの状況が
あります。また、伝統工芸品の技術保持者が、高齢化により引退や死亡により無形文化財
の登録・指定を解除することになったとしても、後継者がただちに無形文化財として登録・
指定されるわけではないため、無形文化財の登録が途切れる場合があります。
・民俗芸能についてですが、木場の角乗や木場の木遣り、砂村囃子、富岡八幡宮の手古
舞などは、江東区の伝統的な地域コミュニティに根付いており、実際に川並として働いた方
から技の伝授を受けるなど、技術の継承が行われています。
・しかしながら、深川の力持ちについては、比較的若い世代の方が活動しており、実際に先
人から直接的に技の伝承を受ける機会が少なく、定期的に技を披露する機会も継承できて
いないところです。

2 施策１５
　小学校・中学校との連携、多言語化へむけた具体的な取り組みとは、具体的にどのよう
な活動でしょうか？

・小学校・中学校との連携については、社会科見学の積極的な受け入れとオリジナル学習
教材の発行のほか、小学校への出前授業やジュニア俳句教室などに取り組んでいます。
・また、多言語化対応として、外国語対応可能な解説ボランティアの配置や「ポケトーク」の
設置、リ―フレットの多言語対応などをおこなっています。

3 施策１５
　無形文化財や伝統芸能における専門的人材確保の困難さの具体的な状況を教えてくだ
さい。

・無形文化財においては、生活様式の急激な変化で、工芸品（商品）の需要が極端に減少
している分野があり、同じ分野で、複数人の職人が商売として維持できないなどの状況が
あります。また、伝統工芸品の技術保持者が、高齢化による引退や死亡により無形文化財
の登録・指定を解除することになったとしても、後継者がただちに無形文化財として登録・
指定されるわけではないため、無形文化財の登録が途切れる場合があります。
・伝統芸能（民俗芸能）についてですが、江東区では5つの保存会などにより受け継がれて
います。木場の角乗、木場の木遣り、砂村囃子、富岡八幡宮の手古舞などは、江東区の伝
統的な地域コミュニティに根付いており、角乗や木遣りは実際に川で材木をいかだに組む
川並として働いた方から技の伝授を受けるなど、技術の継承が行われています。
・しかしながら、深川の力持ちは、比較的若い世代の方が活動しており、実際に先人から直
接的に技の伝承を受ける機会が少なく、定期的に技を披露する機会も継承できていないと
ころです。

4 施策１５
　小学校へのアウトリーチを行う予定ですが、具体的にはどのようなものですか？小学校
以上の学年の子供たちに対しても伝統文化継承を支援する機会はありますか？例えば、
将来進路に直接つながる中高での支援事業はどのようなものがありますか？

・江東区芸術提携団体の東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団、東京シティ・バレエ団と
連携し、区内の小学校にプロのパフォーマーが訪問して、生の音楽やバレエに触れる機会
を提供しています。
そのほかプロの講談師が小学校に訪問して講談を披露するなどの事業もおこなっていま
す。
・現時点ではアウトリーチ事業の対象は小学校が中心となっていますが、対象の拡大につ
いては今後検討していきます。
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5 施策１５ 　区外での具体的な活動資源の発信について、具体的な実績を教えて頂けますか？

・ご質問内容について、区外における江東区の観光PRという意味で回答いたします。ツー
リズムEXPOジャパンという旅行博覧会があり、コロナ前は沖縄や大阪等の会場に出向き
江東区のPRを行いました。コロナの影響で軒並み中止となってしまいましたが、2年度は、
11月に仙台市、3月に名古屋市に参加しました。

6 施策１５
　観光誘致については、どの規模（国・地域からのどれくらいの量・期間での集客）を想定し
た誘致活動をしていますか？国内外あわせて、明確なターゲットと観光戦略を設定してい
るのであれば、教えて頂けますか？

・コロナ過においては、インバウンドよりもマイクロツーリズムに注力し取り組んできました。
ご質問にあるような量や期間の想定等の設定は特にありませんが、観光入込客数等観光
庁や東京都観光財団等からの様々な情報を参考にしながら、協議会を設置している近隣
の自治体との情報共有、民間企業からの情報提供をもとに一歩先の戦略を考えるよう努
めているところです。海外からの観光客の入国も始まったことを受け、先日、江東区青海に
ある東京国際クルーズターミナルにも視察に行き、江東区の観光マップの配布をお願いし
てきたところです。

7 施策１５
　コロナ禍における事業実施の際の工夫やご苦労、課題にはどのようなものがありました
か？

・コロナ対策をしっかりと講じたうえで、講演会においては、事前申込制にし座席数を半減
にするなどの入場制限を行いました。また、講座等の開催は、可能な限りオンラインでの実
施を行い、ガイドによるまちあるきツアー等は、人数制限をしイヤホンガイドを活用すること
で密にならないよう工夫をして実施しました。
・２，.３か月先のコロナ感染状況が不明なため、事業者との契約が必要となる案件につい
ては、判断が非常に難しいところです。

8 施策１５
　東京オリンピック開催の影響はどのようなものがありましたか？オリンピック開催にあたっ
ての江東区の観光資源・観光ボランティアを有効に活用した事例やオリンピックを経験した
感想を詳しく教えて頂けますか？

・開催にあたり、豊洲シビックセンターに臨時観光案内所を設置する予定でしたが、コロナ
の影響により中止となってしまいました。大会後のレガシーとしての活用を想定し、観光ボ
ランティア等の競技大会視察等を予定していたが、無観客開催となってしまい中止となりま
した。

9 施策１５

　江東区観光推進プラン（後期）のp.6-7.について、観光推進のもたらす効果のうち、当初プ
ランに示された効果①～④については、「観光がもたらす効果」①②、「観光による波及効
果」③④⑤へ継承していると理解できます。それぞれについて、最近の具体的な事例に基
づく効果について紹介して頂けますか？あわせて、p.２５経済波及効果についても、効果費
用の算出方法も併せて教えてください。

最近の具体的な事例については、渋沢栄一に関連する事業です。
・令和３年１月末に「渋沢栄一翁の顕彰に関する包括連携協定に加盟したのを機に、区と
渋沢のつながりを区内外に広く知ってもらおうと令和６年の一万円札発行を目指して継続
的に事業を推進していく予定です。渋沢の功績や区内に約３０か所あるゆかりの地を知っ
てもらうことで、区民に愛着と誇りを持ってもらい、ゆかりの地マップやAR機能を導入した説
明板を設置することで魅力あるまちあるきルートを提案します。本事業展開が充実すること
で、まちあるきに訪れる人が増え、マップに近隣の観光スポットや飲食店などの紹介をする
ことで地域が賑わい、江東区の認知度アップと経済効果も期待できると考えています。
・経済波及効果についてですが、日常業務では取得できない数値であり、コロナ過で先行
き不透明な部分もありますので、今後、新たにプラン策定の際には、現状分析等合わせて
様々な調査が必要になると考えています。



 
 

 
 

 
    

 
 
    

 
 
    

 



 
    

 












